
学校経営計画（平成３１年度）
五ヶ瀬町立五ヶ瀬中学校

Ｇプランの基本構想 五 ヶ 瀬 町 教 育 目 標 五ヶ瀬町の子どもを取り巻く環境

五ヶ瀬で生まれ、育ち、生き、五ヶ瀬を創造する人づくり
～ 地域があって 子どもがいて 学校がある ～ ○ 宮崎市からは遠いが、九州で

【３つの重点戦略】 は中心に位置する。
○ 自然環境に恵まれている。

○ 人間性回復のまちづくり 五 ヶ 瀬 教 育 グ ラ ン ド ビ ジ ョ ン ○ 三世代・四世代の家族構成が
○ 循環型社会・低炭素社会の 多い。
実現 五ヶ瀬でこそ優位に展開できる教育システムの研究 ○ 少子高齢化で児童生徒数が減

○ 分権型社会への対応 ～小規模校の特性を活かした教育と魅力的な教育環境づくりを通して～ 少している。
○ 働く場が少なく、若者の町外

自主的・自立的な
魅力的な町づくり

流出がある。
【将来像実現のための視点】 学校運営システム ○ 公共交通手段は、バスのみで

ある。
○ 地域資源の活用 魅力ある学校づくり ○ 美術館、博物館等の文化的施
○ 地域の人財育成 設が未整備である。
○ 住民協働システムの確立 ○ スポーツ施設、スキー場があ

学校の教育目標 及び 五ヶ瀬教育ビジョン推進のための重点事項 り、誘致活動を通しての町おこ
しを行っている。

五ヶ瀬を愛し、ともに学び合い、ふれあい、高め合う子どもの育成 ○ 文化的イベントを実施し、文
化の香り漂う町づくりを行って

○ 五ヶ瀬のよさを幅広く認識する教育活動を全教科・領域において意図的に いる。
展開する。 【体験活動の充実】

○ 子どもたちに最適な教育環境を提供し、一人一人の可能性を最大限に伸ば
す。 【授業力の向上】

５ 校 統 一 目 標 と 共 通 実 践 事 項

（確かな学力） Ⅰ 教職員の授業力の向上を図り、一人一人の学力を ○ 各種テスト結果の分析・考察、外部機関との連携
最大限に伸ばす。 ○ 授業力向上のための研究授業・研修の充実

（豊かな心） Ⅱ 豊かな体験活動等を通して、思いやりや感動する ○ 地域行事への積極的な参加及び地域人材の活用
心をもった児童生徒を育成する。 ○ 小中９か年を見通した体験活動の充実

○ ごかせっ子すこやかプランに基づく取組の充実
（健康・体力） Ⅲ たくましく生きるための基礎となる健康や体力を ○ 体力診断テスト結果を基にした体力向上プランの作成と体力づくりの実践

身につけさせる。 ○ 性教育や薬物乱用防止教室等における、養護教諭の専門性を生かした授業づ
くりの推進

（信頼される学校）Ⅳ 学校と家庭・地域との協働を図り、開かれた学校 ○ 地域づくりに貢献する学校行事（遠足・修学旅行・自然体験活動等）の推進
づくりを充実させる。 ○ 学校支援地域本部事業及び学校評価システムの充実

○ コンプライアンス推進委員会を核とした不祥事防止に向けた取組の充実

平成３１年度の目標と具体的実践事項

五ヶ瀬中学校の目標と具体的実践事項（◎が重点実践事項）
【共通】

Ⅰ 一人一人のよさを伸ばす学習指導を工夫し、学力の向上を図る。 ○ 日々の授業や各種学習調査等の結果か
ら、児童生徒個々の実態を分析し、きめ細

◎ 各種テストの結果分析に基づいた授業の実践と個別指導の充実 かな指導を行う。
○ 児童生徒の表現力育成のため「学習の約

○ 「授業改善の Keyword」を意識した授業の工夫・改善 Ｇ 束」を共通実践し、基礎を確立するととも
授 学習指導要領の目標 に、豊かな体験活動やＧ授業において活用

五 業 を達成するため、小規 場面を創出、評価し、各校における指導の
ヶ ・ 模校の特性を活かし、 改善に資する。

Ⅱ 五ヶ瀬のよさを生かし、人間としての機能を存分に発揮できる指導の 瀬 授 学習内容に応じて指導
工夫を図る。 教 業 方法を工夫・改善する 【小学校】

育 力 とともに、小中が連携 ○ 中学校との連携を推進し、各学年の目
◎ 相手の立場に立った思いやりの心でコミュニケーションを図ること ビ 向 して一貫性のある発展 標に沿った効果的なＧ授業、各種検査や調
ができる生徒の育成 ジ 上 的な授業を創造する。 査、豊かな体験活動に基づいたＧ授業を企

ョ 画・実践し、Ｇ授業研究会で適宜検証する。
○ 大きな声で自信と根拠をもって表現・発表できる生徒の育成 ン

の 【中学校】
主 ○ 小学校との連携を推進し、授業参観や研
な 究授業等により、授業力の向上に資する。

Ⅲ 健康的な生活の習慣化と体力向上の取組を推進する。 取
組

◎ 「早寝・早起き・朝大豆運動」の趣旨に基づいた睡眠リズムを中心 に
とする生活リズムの改善 関

す 【共通】
○ 発達段階に応じた運動と休養のバランスをとった体力づくりの実践 る ○ 「つながり」をキーワードに、各学年の

目 五ヶ瀬のひと・もの ねらいを達成できる内容となるよう工夫
標 ・ことにふれる機会を ・改善を行う。
と 豊 ９年間を通して意図的

Ⅳ 地域に貢献する人材の育成を積極的に推進する。 実 か ・計画的に設定し、児 【小学校】
践 な 童生徒がふるさとの魅 ○ 五ヶ瀬のよさに積極的にかかわり、地

◎ 地域住民の一人としての自覚と Glocal な視点をもった生徒の育成 事 体 力に興味・関心をも 域貢献につながる学習活動になるよう工
項 験 ち、地域のよさや課題 夫・改善を行う。

○ 地域資源を活用した豊かな体験活動を通した将来の五ヶ瀬の担い手 活 を感じて発信するため
の育成 動 の技能及び自ら地域に 【中学校】

貢献しようとする態度 ○ ９年間を見通し、地域のよさや課題につ
を養う。 いて考え、地域貢献につながる学習活動に

※ Glocal ‥‥ Think globally , act locally を合わせた造語 なるよう工夫・改善を行う。


